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我々つくば青年会議所は、創立４０周年という節目を迎えるにあたり、組織として更な

る発展と、進化をしていかなければならない団体です。そしてこれまで３９年間培ってき

た経験を踏まえ、諸先輩方から受け継いだこのつくば青年会議所を、メンバー一丸となり

次の５０周年に向けた新たなビジョンを発信する必要があります。信用し合える仲間と苦

楽を共に、明るい豊かな社会の実現に向け、組織の基盤を万全に整えることが重要です。 

まず、これまでつくば青年会議所が歩んできた歴史と今後の運動を地域の皆様に共有す

るためにホームページ、プレスリリース、ＳＮＳ等を利用した情報発信を行います。ま

た、日頃活躍する出向者への支援・協力のために各種大会や諸会議の参加推進を行い、メ

ンバー同士の相互理解と、友情を深めてまいります。ＡＳＰＡＣについても参加推進を行

い、国際交流の場で得られる経験から次世代のつくば青年会議所を担うメンバーを育成し

ます。さらに、私たちを導き歴史を築かれた卒業生と、一年間の素晴らしい活動を称える

セレモニー事業を開催します。財政面においては財務総括幹事会議を行い、費用対効果の

最大化、会計の適正運営を目指します。総会を始めとする各種会議において、スムーズで

効率的な進行を行うためにも、綿密な準備と設営を行います。我々は青年経済人として今

後の地域社会を支える必要があります。青年会議所運動にはその力を習得できる場所があ

ります。そのためにもメンバー全員がこの運動に関わりやすい環境を構築していきます。

姉妹ＬＯＭでもある韓国北大田青年会議所とも交流のあり方の検証を続けてまいります。 

時代に合わせた組織運営を行い、三局の基盤が整えられることで、メンバー一人ひとり

が安心して事業展開を行うことができます。先人たちが残した想いと次世代を担うメンバ

ーとの架け橋がつながることで、次なる革新はこのつくばから生まれるのです。  
 
 
 
 


